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本学ではテキストメールの発信、受信を行なっているが、はかにマルチメディアメールも

扱いたい。そのためのシステム環境の整備にあたり、 MIME(MulLipurposeImernet Mail Extensi 

ons)とmet.amailというアプリケーションソフトウェアを利用すれば、既存のメーJレ転送プロ

トコ Jレを用いたマルチメディアメーJレシステムを笑現できる。メーJレ内に含まれる画像を取

り扱うために、画像変換フィ jレタを、自動選択的に働かせる機構を設けたことを報告する口

1.はじめに

マルチメディアメールとは、テキストのほ

かに、音声や画像デー夕、マルチフォント

を使ったテキストなどの複数種の形態(型)の

データを 1つのメッセージとして扱うことの

できるメールを言う o

従来からのテキストメールは、 1度に複数

のユーザへメッセージを送る同報機能、受

信したメーJレを再び他のユーザへ送る再転

送機能などのほか、情報の蓄積、再利用が

容易であるという手紙にはない機能をユー

ザに提供する。それをマルチメディアに拡

張すると、テキストでは難しかった物の形

状、音色などを表現することができ、より

正確な情報を効事的に相手に伝えることが

できる。

UNIXI聞で使われるメール転送プロトコ jレ

とメー Jレメッセージ・フォーマットは

RFC821[1]とRFC822[2]で規定され、メー Jレ

システムはこれに基づいて実装されるが、

ここで扱うことの出来るデータは7bitASCII

で表されるテキストデータのみであるo 既

存のメールシステムで音声や画像、 7bil以上

で表現される非テキストデータを送るため

には、データをあらかじめ7bitASCIIに変換

(エンコード)することが必要となる。ユーザ

がこれを直接手で行えば、非テキストデー

タを送ることは、可能であるロしかし、メ

ールに含まれるデータの形式、エンコード

法がわからなければ、受信者はそのデータ

を元の画像や音声に復元することができな

U‘。

また、 lつのメッセージ内に複数種の異な

る形態(型)のデータが含まれていた場合、ユ

ーザがそれをデータごとに抜き出し、画像

や音声を扱うためのアプリケーションソフ

トウェアで処理して内容を確認するのは実

用上困難である。

そこで従来のUNIXメール環境のもとでマ

ルチメディアメールシステムを実現するに

は、マ Jレチメディアメール内のデータに対

応したエンコード方法を規定し、メーJレの

相互交換を保証する交換規約と、その交換

規約に従い、メッセージ内のデータを処理

するアプリケーションソフトウェアとがユ

ーザのシステム環境に必要となるo

そのためにはMIME(RFC1341 :M ultipurpose 

Internet Mail ExLensions[3])とmetamail[4]を既

存のメール転送プロトコ Jレ上で利用するの

が最も簡便な方法と考えた。なぜなら、

MIMEは従来のメールメッセージフォーマ

ットを規定したRFC822をマルチメディアメ

ールに対応するよう拡張したものであり、

metamailはMIMEに1すj芯して、メッセージ内

の非テキ又トデータを処理するアプリケー

ションソフトウェアの 1つだからであるo

今回、函像や音声などのマJレチメディア

を扱うための環境を整え、 metamailというア

プリケーションソフトウェアを実装するこ

とにより、既存のメーJレ転送プロトコルを

用いてマルチメディアメールシステムを笑
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現できることがわかったので、ここに報告

するo

2. MIME形式のマルチメディアメール

2.1マルチメディアメールの交換規約

非テキストデータの取り扱いを含む交換

規約には、 CCIITにより勧告された

MHS(Message Handling System)、ほほ同様の

規約であるISOのMOTIS(MessageOri印刷

Text Interchange System)があり、いづれも最

近大型計算機のメールシステムとして採用

されつつあるo UNIXマシンでは、既存のメ

ーJレシステムとの関係からMHS/MOTIS[5]が

実装されている例はほとんどない。逆にこ

れらのメールシステムとUNIXメールシステ

ムとの相互接続の際に、 UNIX側にマルチメ

ディアメーJレを扱う機能がないことから生

じる情報の欠落が問題となり、最近になっ

て従来のRFC822を拡張し、非テキストメッ

セージを扱うことのできる規約がRFC1341:

MIME(Multipurpose Internet Mail Extensions) 

として提案されたo この規約はRFC821で定

める従来のメール転送プロトコJレをそのま

ま使うことができるo

2.2MIMEによるメッセージフォーマットの

拡張

/一三一「 i

M暫Blます従来の~RFC82~ よるメー Jレメ
ッセージフォーマット}拡張してマルチメ

ディアメーJレを実現する上で必要となる次

のような機能をRFC822に付加するための、

交換規約であるo

a) 1つのメッセージ内に複数の異なる型のデ

ータを含む機能(マJレチパートテキスト)

b) 7bitASCII以外のキャラクタセットを扱う

機能

。マルチフォントを扱う機能

の音戸、画像、動画など非テキストデータ

を扱う機能

メッセージに合まれるデータを認識し、

それに対応したアプリナーションソフトが

処理できるように、いくつかのヘッダが定

義されているo

(1)MIME-Version 

メールがMIMEに従ったものであること

を、メーJレの処理を行うアプリケーション

ソフトに明示するために用いるo。)Content-Type 
メッセージ内のデータ型を表し、也xt、

m凶tipart、image、audio、吋おoなどがある。

(3)Content-Transfer-Enα刈卸gヘッダ

転送データに制限があるようなメール転送

プロトコJレ(sendmailなど)を利用する場合に、

データに対して適応されるべきエンコーデ

イング法を指定するのに用いる。

このような規約に従うアプリケーション

ソフトウェアを使って、非テキストデータ

やマルチパートテキストを含むようなマル

チメディアメールを交換するのであれば、

情報の欠落なしに転送することが可能とな

る。図1にMlMEに準拠したメールの例を示

す。
;--

From tezuka Mon Feb 1 19:21:58 1993 

Received: by news2.iwakimu.ac.jp (4.0/6.4J.6-s1 

-1.1) 

id AA17960; Mon， 1 Feb 93 19:21:57 1ST 

Date: Mon， 1 Feb 93 19:21:57 JST 

From: t巴zuka(Masaya Tezuka) 

Message-Id: <9302081022.AA 17960@news2.iwa 

kimu .ac.jp> 

Mime-Version: 1.0 

To: tezuka@news2.iwakimu.ac.jp 
Subject: lest mai1 

Content-Type: mu1tipart/mixed; 

boundary="P ART.BOUNDAR Y.201.17954.news2. 
729166929.1 tI 

--PART .BOUNDARY .20 1.17954.news2.72916692 

9.1 

Conlent-lype: image/x-xwd 

Conlent-Transfer-Encoding: base64 

画像データ…

AAAA脚'AAAAcAAAACAAAACAAAAKgAAADBA

図1.MIMEに準拠したメー川例
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2.3 rr砲tamailの利用

本学では、マルチメディアメーJレシステ

ムを実現するためにme凶nailというフリーウ

エアを手u用している。 me阻m剖lは、 MlMEに

従ったメールヘッダを解釈し、メッセージ

に含まれるデータ型の種類に応じて、必要

なアプリケーションソフトウェアを起動し、

データの処理を依頼するプログラムである D

ユーザが使う mailコマンドのPAGERとして

m町eやlessの代わりに指定して使えばよい。

非テキストデータを含むメー Jレを発信す

るには、 mailtoというコマンドが用意されて

いるo これは、 ucb-mailコマンドとほぼ同等

な機能をもち、非テキストデータをメッセ

ージとして取り込むための機能を付加した

もので、取り込んだデータ量が設定した値

よりも大きい場合は、自動的に分割して送

る機能がある。例えば、ユーザがmailtoコマ

ンドを使って函像を含んだメールを発信す

ると、メールのヘッダにContl印 t-Type:image 

というヘッダが付加されて送信され、受信

側のmetamailはこのヘッダを解釈して、画像

表示用のアプリケーションソフトウェアで

〆-r， 

ち~'-:\詰叫戸jr "J 
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あるimageviewerを起動し、受信者は画像を

見ることができる。

この時どのアプリケーションソフトウェ

アが起動されるかは、 mailcapというファイ

ルに設定しておく。これらの構成を図2に示

す。従来のme凶nailは漢字フォントをもって

いないので、本研究では、電子技術総合研

究所の佐藤盛氏によって日本3奇化されたmm

2.3+を利用した。

3.IMUNETにおけるマルチメディアメール

システムの実装

本学ではmetamailを利用してマルチメディ

アメールを実現したが、マルチメディア情

報のなかで、特に画像の取り扱いを中心に

したマルチメディアメールシステムの実装

について述べる。この方法は画像以外のメ

ディアに適用されるべきものであるが、本

研究は利用したワークステーションのハー

ドウェア上の制限からマルチメディア情報

として音声と動画まで扱うことに至ってい

ないロ

ユーザがマルチメディアメールのソース

となる画像を作成したり、受信した面像を

表示させたりする各場面で利用するアプリ

ケーションソフトウェアは、扱うことので

きる画像形式に制限があるため、必要に応

じて形式を相互に変換したいという要求が

生まれる。また、受信したマルチメディア

メールは、図3に示すように 1つのメッセー

1 mes閉伊

r
 

-r 一、
J
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header 〆"
< 

c.o.n担1lt:L由民・Jll1llSJ.

imageda包

白QI!'!-JY円~te}!..

textda也

れドT:A

図3.マJレチパートテキストの例
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ジ内にテキストデータと ~Fテキストデータ

がマルチパートテキストとして 1つのファ

イルに保存されているため、そこから 1つ

のデータだけを取り出して、 draw切 lによる

加工やプリンタへの出力などにデータを再

利用したい。そこで、画像形式を任意に変

換できるプログラムと、マルチメディアメ

ール内の必要なデータを抜き出してファイ

ルに保存できるよう metamailを改良した。

3 . 1画像形式の変換

画像形式の変換はフィルタを組み合わせ

ることで行うが、各画像形式ごとにユーザ

がフィ Jレタを選択することは、フィルタの

組み合わせが多岐に渡ることから実用上困

難である。そこで入力する画像形式を自動

的に判別し、必要なフィルタを呼び出して

任意の形式に変換させるプログラムを作成

してこの事態に対応した白

各画像データ形式は、独自のヘッダや値

(マジックナンパ)をもっていることが多く、

これを利用して画像形式を推定することが

できる o Sun OSには日leというコマンドがあ

り、 letc/magicというファイルに記述された

各種のマジックナンパと、.調べようとする

ファイルのマジックナンパを照合してファ

イル形式を検査し、決定する。

このletc/magicファイ Jレに画像形式のマジ

ックナンパを記述しておくことで、画像形

式の判別に利用することができる。なお、

NEWS-QSのfileコマンドは仕様が異なり、

letc/mag巾に相当するファイルを持たず、新

たに設定を追加することができないので、

同様のコマンドを新たに作成した。図4に

letc/magicファイルの例を示す。

ofset type value forrnat-name 

S町立19 %! PostScript 

strtng P6 PPM file 

slnng 事131事246V152Y22 Sun rasterfile 

stnng V115￥115 百FFfile 

stnng GIF89a GIF file 

10ng OxαlO7 xwd file 

stnn，g JFIF JPEG/JFIF 

図4./etc/magicファイ Jレの例
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このようにして、変換しようとする画像

データの岡像形式名と、ユーザが要求する

画像形式名から必要なフィルタを選択し、

画像形式の変換を行なう(図5)。これにより、

ユーザはフィルタの組み合わせを考えるこ

となく希望の画像データを得ることができ

るので、函像形式に応じて、 imageviewerを

変える必要がなくなる。

図5.画像形式の変換

3.2メールに含まれる画像データの再利用

me凶m副lがメーJレヘッダから lつのデー

タの区切りを識別し抜き出したデータは、

アプリケーションソフトウェアに波され処

理されることで、ユーザはデータを見るこ

とができる。メールの中に複数個のデータ

が含まれる場合は、以上の動作が順次繰り

返されるo

ここでアプリケーションソフトウェアが

』つのデータを処理するごとに、そのデー

タをファイルに格納するかどうかをユーザ

に尋ねる処理部分をme凶mailに追加すること

により(図的、ユーザは希望するデータを任

意のファイ Jレに保存できるようになった。



これは、非テキストデータを従来のテキス

トデータと同様に、ソースとして別途再利

用するための途を拓くものである。

図6.データを格納するための処理の追加

3.3マルチメディアシステム環境

(1)利用環境

ここではmetamailを使ったマルチメディア

メールシステムを実現するために必要とな

った利用環境について述べるロ

me阻mailはUNIXメーJレシステム上に実装

Pseudo Color 

NEWS1850 

NEWS-OS 

Pseudo Color 

図7.本学におけるマルチメディア環境

され、 RFC822メールメッセージフォーマッ

トを拡張するものなので、従来のテキスト

メールシステムが動いていなければならな

い。そして、 UNIX上で画像を作成するため

のdrawt∞l、表示を行なう imageview町など画

像を扱うためのアプリケーションソフトウ

ェアはすべてXwindow上で動作するので、

Xwindowが利用できる環境が必要である。こ

こに本学のマルチメディアメーJレシステム

の構成を図7に示す。

各マシンのディスプレイハードウェアの

違いから同じXwindow上であっても同時に表

示できる色数は異なっている。受信したメ

ールに含まれる画像データは、 Xwindow上で

動作するimageviewerで表示するか、あるい

はPostScript形式[6Jに変換してプリンタに出

力することができるo Macintoshはメールシ

ステムが笑装されていないので、直接メー

ルの交換を行なうことはできないが、メー

ルで発信するための絵を描いたり、受信し

た画像データを再加工するのに利用できる。

NeXTワークステーション(WS)のMACH

OSは、 UNIXと同様なmailコマンドをもって

いるので、 me阻mailを使うことはできるが、

Xwindowが動いていないので、 me阻mailから

im唱eviewerを起動することができない。し

かし、 MACHOSはdisplayPostScriptと

百FF[7]という画像形式をサポートしている

ので、ユーザは函像形式をPostScriptかTIFF

形式のファイ Jレに変換すればNeXTWSでも

利用できる。

TCP/IP 

black&white True，Color 
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(2)画像形式の操作場面におけるパリエーシ

ヨJ

上で述べた環境で、ユーザがマルチメデ

ィアメールを発信、受信する場合を例にと

り各場面において利用される画像形式につ

いて述べるロ

a)画像の作成

ユーザはメールで送るための画像を、

UNIX上やMacinlosh上のdrawt∞，l(xg首、マッ

クドロー、マックペイントなめや、

Xwindow函面をダンプするアプリケーション

ソフトウェア(xwd、XtoPS、importなど)を使

って作成するが、これらの出力する画像形

式は、それぞれ異なっているo

b)メールの交換

テキストデータと比べて画像データは容

量が大きいため、ネットワークを介してデ

ータを交換するためには、データの圧縮が

必要となるo そのためのフォーマットには、

GIF(Graphic ln健児hangeFonn剖[8])、
jpeg(joint photographic experts group[9])などが

ある。

c)画像の表示

現在、本学で利用できるimageviewerは、

xwud、xl伺 dimage、xv、gs、lmageMa回ckな

どがあり、それぞれ扱うことのできる画像

形式が異なるため、 viewerによっては画像形

式の変換があらかじめ必要となる。

d)画像の加工

ユーザが、受信したメールに含まれる画

像を取り出してそれを加工する際に、取り

出した画像の形式と的wt∞lで扱える画像形

式が異なっていた場合は、変換が必要であ

るo

e)画像のプリンタへの出力

函像をプリンタに出力する場合は、プリ

ンタがサポートしているPostScript形式に変

換する必要があるo

以上述べたように、各場面で、扱う画像

形式が異なる上、 NeXTWSにおける

PostScript形式、 TIFF形式、 Macintoshにおけ

るPICT形式口町などその機種で標準となって

いる画像形式もあり、これを統一すること
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は困難である。そこで、本学のマルチメデ

ィアメールシステムは、次に示す画像形式

をサポートすることとした。

• PBM : portable bitmap 

• I喝M: portable graymap 

• PPM : portable pixmap 

. TIFF : Tag Image File Fonnat 

. GIF: Graphics Interchange Fonnat 

. xwd: X window dump 

• miff: Machine Independent File Format[11] 

. jpeg: joint photographic exp榔伊up

• Sunraster: Sun raster file 

. PostScript: PostScript file 

• Xllbitmap: Xll bi師団.pfile 

. PICT : PICT format 

. MacP : MacPaint format 

これらの各形式への変換にあたっては、

pbmplus[12]というアプリケーシヨンソフト

ウェアとimagevie附 rの1つである

加 ageMagickに含まれるフィルタ群を、先に

述べた画像変換プログラムから使用してい

る。

3.4実装上の問題点

ここでは、マルチメディアメールシステ

ムを実装する上で問題となった点について

述べる。

(1)色の量子化

ディスプレイハードウェアの違いから各

マシンのvisualClassが異なるので、

True ColorのWSで作成した256色以上の色数

を含む画像データをPseudoColorのWSで表

示するためには、表示色を圧縮することが

必要となる。それには、色を量子化するた

めのフィルタの利用、量子化機能をもった

irnage view町を利用することになるが、量子

化にかかる計算時間がかなり必要になる上

に、量子化された函像が劣化するという問

題を生む。

(2)画像形式への対応

各種の画像形式に対応するために、フィ

Jレタを組み合わせて利用したが、この場合



も色の量子化と同様、変換時聞が問題とな

る。

4.マルチメディアメールの展望

me凶nailは、 MlMEが定める規約の一部を

満たしているに過ぎず、メール内の非テキ

ストデータは、アプリケーションソフトウ

ェアで処理され、個別にユーザに提示され

るo そして、より高レベルなものに、画像

やテキストがレイアウトされているマルチ

メディア文書を扱いたいという要求がある。

そのためには、転送される文書の内容や構

造を定義する構造規約と、それをユーザが

見ることができるように画面やプリンタに

表現するための表現規約が必要となる。

このような構造・表現規約には、 ODA

(Open Docwnent Archi~民ture)があり、 MlME

でもODAを利用できるような規定が定めら

れているので、今後.0DAにに対応したアプ

リケーションソフトウェアの開発、入手が

課題となろう o

今回、画像形式変換フィルタを使った場

合の変換時聞が問題となったが、これをよ

り高速に処理するために専用のハードウェ

アを利用することが考えられる。今ある各

種の画像形式に対応するのは実用上困難な

ので、そこで扱う中間的な画像形式を考え

る必要があろう o

また、マJレチメディアメールを使って、

動画や音声などのより容量の大きいメディ

アを送る場合に、従来のメーJレ転送プロト

コルで十分対応できるのか根本に変えって

検討する必要があろう o 以上が今後の課題

であるo

5.おわりに

学内の分散環境でマルチメディアメール

を取り扱うため、テキストメールシステム

を拡張したマルチメディアメールを実装し

た事例を示したo

この事例では、マルチメディアの交換規

約にMIMEを利用した。これは、従来のテキ

ストメールのメッセージフォーマットをマ

Jレチメディアメール用に拡張したもので、

今までのメール転送プロトコルをそのまま

使うことができる。

メーJレで発信する函像の作成には、 UNIX

マシンやパーソナルコンピュータ上の

draw 1001を用い、メーJレ内の函像の表示は、

Xwindow上で動作するimageviewerに行なわ

せるo 印刷にあたっては、画像形式をプリ

ンタがサポートするPostScript形式に変換す

ればよい。

これらの各場面で、画像形式を変換する

既成フィルタを選択するメカニズムを駆使

すればよいことを明らかにし、自動選択の

簡易なアルゴリズムの一例を提案した。

ここでは、非テキストデータとして、函

像だけを扱って、実用性があることを示し

たが、同じようにして、音声や動画などの

メディアを扱って実用性を評価することが

必要であろう。

醐辞]

mm2.3+を迅速に提供してくれた電子技術

総合研究所の佐藤豊氏にお礼を申しあげた

い。また、本学内で多用されているパーソ

ナJレコンピュータ向き函像形式について有

益な経験談を寄せてくれた白岩昭年氏、な

らびにツール類のインストーJレに助言を惜

しまなかった青柳逮也氏の協力に深い謝意

を表す。
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